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外国人年少者の日本語教育と母語保持のための文字活動  
岡 崎 敏 雄  
1．はじめに   
前稿で「外国人年少者の日本語生活言語を基礎とした学習言語の習得」のデ  
ザインのうち，学習支授者が自らの体験を通して研修する物語世界の体験タス  
クの枠組みと，文字導入に先行する形態について述べた。本稿は，これを前提  
として，物語世界の活動が文字の導入と生きた文字の活動をどう可能にするか  
について述べる。  
2．物語の世界の一部として馴染むようにして溶け込んでいく文字   
絵物語を学習形態として生活言語を基盤とした学習言語の習得を進める場  
合，「絵のつながりから出来事の展開の流れをつかむ繚験」を掩得することを  
通して，物語を読む最も重要な部分である物語展開のパターン（物語スキーマ  
と呼ぶ）を獲得していく。後に各ページの文字数が増え，耳字笹隆艶立壬塑塁  
を理解する比重が増加するにつれて，獲得されたこれらのパターンが，文字で  
表わされた単語・単文・複数の単文の長い文章，つまり学習言語の理解を助け  
旦役割を果たす（陛＝（1）（2）参照）0   
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図1く1）「絵物語の世界の活動」が「文字の導入」「生きた文字活動」を  
可能にする（1）  
く絵物語の世界の活動：   
文字なし〉  
絵・絵のつながりを「読む」  
主人公への感情移入  
子供の経験を重ね合わせる  
展開を予測する  
展開の意外性を味わう・共  
感する  
展開のパターンの蕃構  
語りかけ・問いかけを  
聴き，各自の考えの  
発表を通して  
〈非文字の物語世界〉盲 〈文字を含んだ物語世界〉   手  
［生活言語］㌍⑨［生活言語に学習言語が織l）込まれる］－－せ   
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文字は，時の情報の準用，絵のつながりから展開のパターンをつかむ経験を  
十分蓄積して始めて導入される。それは絵物語の世界の一部としてなじむよう  
にしてとけ込ませることである。   
多くの場合，言語発達は［非言串行動（ボディーランゲージ＝身振り行動）  
→言語行動］，［文字考媒介キ｝ない理掛文字草媒介とす阜理解帯革］の  
順をたどって進む。その際，呈巨蔓草から蔓草，軍事冬kから草字嘩分への移行  
期には，非言語で成り立っている生活の世界に，少しずつ言語の機能が組み込  
琴叫て働学殖め，そ卿。つまり，寒阜岬  
る生卿草していくのである（囲2参照）。  
図2 文字の段階的導入  
〈文字の導入〉  
闇→匝重宝司→匝璽  
絵だけの絵物語の活  
動［絵の情報，絵の  
つながりから展開の  
パターンをつかむ］  
長い文章  達文（複数の単文）   
3．文字導入の体験のタスク  
次のような「物語世界に文字が織り込まれていく」過程が，生活言語の世界  
の中に日に見える形で少しずつ学習言語が「織り込まれていく」過程である。   
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H 文字導入の体験タスク：人名語の文字導入＝問いの投げかけタイプの再体   
験と共に  
物語「起きる」   
A．人名語導入を聞くタスク一間いの投げかけタイプの中で行なう：生  
活苦語である人名語に文字＝学習言語のラベルを貼っていく。   
まず例を聞く。そ・の後タイトルページから改めて最後のページまで実施する。  
タイトルページ：これは誰でしょうね。そうですね。キッパーですね（キッパー。  
キッパー。と言いながら人名を黒板に書く。3国富いながら3回ゆっくり  
審く）。  
p．1：あ，ここにもキッパーがいますね。歯を磨いているようですね（キッパー。  
キッパー。と3固言いながらまた黒板に審く）。   
各ページにいろいろな人物が登場するがキッパーの名前の文字だけを導入す  
る。いちどきに多くの文字を導入することは避ける。またこの段階ではカタカ  
ナを覚えさせるのが目的ではなく，物語世界の要畢な登場人物であるキッパー  
という人物名はこういう感じの形をしているんだという感覚に馴染んでいくこ  
とを目指す。個々の文字を詳しく覚えさせることはここでは些壁旦。この後，  
各ページで同じようにキッパーを3回書いていく。「キッパー」と書いて二茎  
字一文字発音させるという練習は最初は避ける。こちらが読んで書いてやって   
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首を聞かせ，文字を比せるだけにとどめる人名語に対応する文字列を見て一そ  
の経験を蓄積していくことを11指す、1   れを墜iという絶囲  
これは生活言語としてできあがっているキッパーという人名語に，文ノ手：云毒■誹  
つまり学習言語で「キッパー」という文字列のラベルを貼って定着きせていく  
綽験である。これは文字活動の最初の段階「生活露語に文字のラベルを貼る段  
階」であるし，  
B．人名詩導入実施体験タスク   
A．の「聞くタスク」に習ってパートナーと交則二行なう。量二の「聞くタス  
ク」では「投げかける問い」は少ししか人れなかったが，今度は「問いの投げ  
かけタイプ実施体験タスク」で使った自分で番いた問いを念頭に，各ページの  
絵を見ながら進める．。  
このように人名語はその人物が旦些塑堅里空中人物と  に 寧  るとき   
皇する。例えば，ここにはチップも登場するが，チップは別の物語汀新しい  
スニーカー」）で【i三人公になるのでその時に導入する（、．人」名．酢の文字導入は，  
多くの物語を謹んでいく中で，絵物語リーディングの流れにJ′・供たちが馴れで  
きたところで，登場人物・人ずつについて実施していくl 
C．神経衰弱，カルタ取り，パパ抜き   
人名語導入が二人目刺こなって以降これを行なうく＝，最初はキッパーだが，ぞ  
の次にチップが導人される時には．4枚ずつのカードを作る．．それを盛返しで  
神経東弱を行なったり，衣向きに撒かれた合計8枚のカードを仁供たちが見で，  
こちらが読み＿t二げてカルタのようにして取る．〉またパパ抜きのようにして使う 
3つのやり方で馴染んでいくことを蓄積するj   
この3つに先立って，学習支援者が読み上げ∴子供たち各＝の机の上に上向  
きに広げられた8枚を見て了・伐たちが拾う，・蹄カルタ耽りを行なうこ．J→寧に  
進める場飢こは，その裾二常にカードを見せながら「キッパー」あるいは「チ  
ップ」というように3回ずつその人物名を言う 
（2）文字導入の体験タスク：内容語の文字導入＝問いの投げかけタイプの再   
体験と共に  
物語「新しいスニーカー」   
A．問いの投げかけタイプの実施   
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a．投げかける問いを各ページ毎に害いてみる（じっくり各ページの絵を見  
て「初読み」をした後）   
b．それをパートナーと交互に実施する  
B．内容語の文字導入1：「生活言語である内容語に文字のラベルを貼る」   
問いの投げかけを再度実施しながら各ページの訪を終えてから，各ページの  
絵の中に描かれている「スニーカー」の絵を指差し，3回言いながら黒板に書  
く（タイトルページの場合から）。これも「生活言語である内容譜に文字のラ  
ベルを貼る」という文字晴動の段階である。   
下の大筋の進め方を聞き，それにならって実施する。  
p．1：同じようにこのページの問いの投げかけが終わった後，「スニーカー」を  
指差して3固言いながら黒板に書く。  
p．2：スニーカーの絵を指差して「スニ岬カー」と3回言いながら書く。  
p．4：p．2と同じようにした後，「新しいスニーカー」と3固言って3回書く。  
やはりそのページの問いの投げかけの後。  
p．6：絵のスニーカーを指差し，「新しいスニーカー」を3回言って3回書く。  
p．8：絵のスニーカーをまず指差す。次に文中の文字の「スニーカー」を指差し  
て3回言う。；p．10も同じ。；p．14も同じ。他のページは文字導入はな  
しだが，話は続けていく。  
C．新たな内容語の文字導入2：「生活言語である内容語に文字のラベルを   
貼る」   
一旦話が終わったら各ページ毎に1回だけ「スニーカー」と絵の中のスニー  
カーを指して言い，書く。また今度は「スニーカー」という文字のあるページ  
ではそれを指差して言って書く。今度は1回だけである。また「新しいスニー  
カー」という文字が出て来た時点で同じように文字を指差して「新しいスニー  
カー」と言い，1回書く。発・諮やリピートはこの時点では行なわない。  
D．神経衰弱，カルタ取り，パパ抜き   
キッパー，チップの人名語がすでに導入されていたとして「キッパー」「チ  
ップ」「スニーカー」「新しいスニーカー」のカード各2枚4組，計8枚を用意  
する。やはり3つのやり方で馴染んでいくことを蓄積する。この3つに先立っ  
て，学習支援者が読み上げ，子供たち各自の机の上に上向きに広げられた8枚  
を見て子供たちが拾う，一斉カルタ取りを行なう。   
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（3）文学導入の体験タスク：単文の文字導入＝自己形成質問タイプの再体験   
と共に  
物語「古タイヤのブランコ」  
A．自己形成質問タイプの実施   
a．投げかける問い＋自己形成質問を書く  
ただし各ページに書かれている文字文は1回目の実施（文字導入せず）  
では使わずに進める。   
b．書いたものを使って，絵物語を見ながらパートナーと交互に実施する。   
B】単文文字導入：「生活言語，つまり学習支援者・子供たち同士の間で絵を   
媒介にして行なったやり取りの文単位の発話，に文字のラベルを貼る」   
a．自己形成質問タイプを再実施  
まず全ページにわたって問いの投げかけ，必要と思われるページでは自  
己形成質問をさせる。次に単文の文字導入を次のように行なう。自己灘成  
質問があると思われるページでは自己形成質問をさせ，質問のないページ  
はないままで問いの投げかけだけを行なう▲＿、ベースは各ページ共同いの投  
げかけで進め，可能なところは自己形成質問を促す。  
（ウイルマ：キッパー兄範の友人である女の子。同じくウイルフは男の子  
でウイルマの兄）  
タイトルページ：すべての話が終わって最後に「ブランコ」の絵を指差し，3固  
言いながら3回書く。ただしこれは単文ではなく，内容語である。この後  
の単文のための導入の準備として、その単文の一部となる内容語のための  
文字導入から入る。  
p．1：やはり全質問のj軋「子どもたち」の内容語を梯入する。子供一人一人  
を指差し，「子ども」だけを3回言って3国賓く。その後子供全体を指差  
して「子どもたち」を3回言って3回普く（「小川に行った」の単文は何  
も触れず，何も書かない）。「ブランコ」を再度指差し，3国富って3国賓  
く。  
p．2：全質問をこのページについて行なった寺軋「自己形成質問」が出ればさ  
せ，なければ触れない。その後．「子どもたちはブランコを見た」の単文  
の文字導入をする。「子どもたち」の絵をまず指差し，3回言って3回吾  
く。ブランコも同様に物を指して3回言って3回音く。その後，「子ども  
たちはブランコを見た」「よね」とそのページの絵の中の子供たちのよう  
すを指差して確言忍し，その上で改めて「子どもたちはブランコを見た」と  
言い，いくつかある文のうちのその文を指差して，再度「子どもたちはブ   
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ランコを見た」と3回言って3回書く。これが単文のための文字導入であ   
る。それが終わった後，もう一度「見た」だけ3回言って3回書く。また   
文中の「見た」を指して同様にする。  
3の「ウィルフ‥・」の文は飛ばす。P．4も同じ。  
8  
???
：話が終わってから「フロッピーはロープを見た」について。「フロッピ  
ー」の絵を指差して3回言って3回書く。同様に絵の中に書かれた「フロ  
ッピー」という文字全体を指差して3回言って3回書く。同様に「ロープ」  
「見た」について行ない，最後にp．2と同じように「フロッピーは口岬  
プを見た」「よね」と，そのページの絵の中のフロッピーのようすを指差  
して確認し，その上で改めて「フロッピー はロープを見た」を3回言って  
3回書く。今度は文を全体指差して3固言って3回書く。  
：「ビフはブランコに登った」：p．2やp．5と同じようにする。  
：「フロッピーは何度も吠えた」：「フロッピー」という文字のみ指差し  
て3国富って3回書く。この文の残りの部分「は何度も吠えた」には触れ  
ない。  
：「チップはブランコに登った」：p．2，5，6と同じようにする。  
：「フロッピーは吠えて吠えて吠えまくった」については「フロッピー」  
8  
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の文字のみを指差して3回言って3回書く。  
p．10：「キッパーはブランコに登った」：p．2，5，6，8と同じようにす  
る。  
p．11：「『……』とキッパーは言った」はキッパーの文字のみを指差して3回  
言って3回書く。  
p．12：「ウイルマーはブランコに登った」：p．2，5，6などと同じように  
する。  
p．13：「『何て馬鹿な犬・‥』とウィルマーが…」はウイルマーの文字のみを指  
差して3回言って3回書く。  
p．14：「子どもたちは家に帰った」は飛ばし，  
p．ほ：「フロッピーはロープを見た」はp．2，5，6，8などと同じように  
する。  
p．16：「バシヤーン」「何てこった」は飛ばす。（注：実際に子供に向かって行  
なう場合は，以上のうち，話を聞いている子供たちの反応を見て，あるい  
は日本語の能力や文字に対する受け入れ状況など表情を見ながら多過ぎる  
と思えば導入する単文の種類を減らす）   
この単文文字導入は，人名語・内容語について行なってきた「生活言語に文  
字のラベルを貼る段階」の文字活動をさらに文レベルにまで拡げたものである。  
内容を表す絵を理解し，それについて問いに答え，話し合いもした話し言葉の  
文（その意味で生活言語の文。例：「子どもたちはプランコを見た」）を取り  
上げ，改めてその文を言った後「よね」を付ける。これは，今終えた話を思い   
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出し，注意を向けさせるためである。その【とで，絵の中でその文の内容が示す  
（絵の中の）子供たちのようすを指差すことで，話し言葉で支授者の今言った  
文「チビもたちはブランコを見た」の意味を確認し，その文を文字化したもの  
を（3回言いながら）3回書く。これによって話し言葉の文に文字のラベルを  
貼り，学習言語として読む対象にしてい く。   
b．今度はパートナーが全部を通して，もう一回各ページ毎に。  
C．神経衰弱，カルタ取り，パパ抜き   
－単語カー ドでウオームアップ・単文カードで本格的に実施  
「子ども」「子どもたち」「フロッピー」の単語カニド2敵および，それとは  
別に「キッパー」「ピフ」「チップ」「ウイルマー」の人名語各2組，「ロープ」  
「見た」「プランコ」「登った」の内容語各2観でまず実施する。様子を見て必  
要なら▲斉カルタ取りを行なう。   
子供たちの様子を見て，新しい単語についてもたやすくできるようになった  
かどうかを十分臥極めて，同じ日に単文カードに進むかどうかを決める。   
次に「子どもたちはブランコを見た」「フロッピーはロープを見た」「ビフは  
ブランコにのった」「チップはブランコにのった」「キッパーはブランコにのっ  
た」「ウイルマーはプランコにのった」の単文カード各2維新12枚で本格実施  
をする。また単文の文字導入に入ったばかりの段階では，取り上げる単語の数  
を少なくして，2文計4枚程度から始め，負担が大きくなりすぎないようにす  
る。次にその4枚に新しい文の単文カード2枚を加えるというように少しずつ  
増やしていく。   
単文カードの方は2観で神経衰弱などができるようになったら3観でのゲー  
ムを試みる。  
4．結語  
以上，外国人年少者の日本語教育と母語保持をめぐって，「生活言語を基盤  
とした学習言語の習得」のデザインのうち，物語世界の活動が文字の導入およ  
び生きた文字の活動をどう可能にするかを，学習支援者自らが体験するタスク  
の枠組みと具体的形態について述べた。   
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